
あ
お
や
発
掘
通
信

　

２
月
２
５
日
（
日
）、
第
２
回
と
っ
と
り
弥
生
の
王
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
倭

人
の
デ
ザ
イ
ン
」
が
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
米
子
市
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
『
美
の
考
古
学 

古
代
人
は
何
に
魅
せ
ら
れ
て
き
た
の
か
』

の
著
者
で
、
国
立
歴
史
民
俗
学
博
物
館
教
授
の
松
木
武
彦
氏
が
、
弥
生
時
代
の

デ
ザ
イ
ン
か
ら
当
時
の
社
会
を
わ
か
り
や
す
く
分
析
。
後
半
の
「
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
は
、
近
現
代
美
術
を
専
門
と
す
る
学
芸
員
や
、
ジ
ャ
ン
ル

を
超
え
た
も
の
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
、
む
き
ば
ん
だ
史
跡
公
園
の
職

員
を
交
え
て
、
弥
生
時
代
の
人
々
の
デ
ザ
イ
ン
力
、
そ
し
て
作
品
の
魅
力
な
ど

が
楽
し
く
語
り
合
わ
れ
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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～土砂洗浄中～
小さな出土品も見逃さない

現
代
に
の
こ
る
二
千
年
前
の
作
品
た
ち

第
２
回
と
っ
と
り
弥
生
の
王
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

青
谷
上
寺
地
遺
跡
で
は
毎
年
新
し
い
発
見
が
続
い
て
い
ま
す
。
昨

年
の
発
掘
調
査
で
も
貴
重
な
出
土
品
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
一

つ
が
、
銅
戈
（
ど
う
か
）
の
破
片
。
こ
れ
ま
で
に
も
い
ろ
い
ろ
な
も

の
が
出
土
し
て
い
る
青
谷
上
寺
地
遺
跡
で
、
は
じ
め
て
出
土
し
た
武

器
形
の
青
銅
器
で
す
。
そ
れ
も
、
こ
れ
ま
で
中
国
地
方
で
初
の
発
見

と
な
る
「
近
畿
型
」
と
呼
ば
れ
る
銅
戈
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
小
さ
な
出
土
品
で
す
が
、
当
時
の
社
会
を
探
る
上
で
と
て
も
大

き
な
発
見
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
、
昨
年
の
調
査
で
出
土
し
た
も
の
を
整
理
し
て
い

ま
す
。
事
務
所
に
持
ち
帰
っ
た
遺
跡
の
土
を
水
で
洗
い
、
篩
（
ふ
る

い
）
に
か
け
て
、
ガ
ラ
ス
の
小
玉
や
、
弥
生
時
代
の
人
が
食
べ
て
い

た
魚
の
骨
な
ど
の
、
小
さ
く
て
見
え
に
く
い
微
細
な
遺
物
を
探
す
作

業
を
継
続
中
で
す
。
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
小
さ
な
も
の
も
見
逃

さ
な
い
、
大
事
な
仕
事
で
す
。

　

な
お
今
年
の
発
掘
調
査
は
弥
生
時
代
の
海
に
近
い
場
所
を
発
掘
し

ま
す
。
調
査
は
９
月
頃
に
ス
タ
ー
ト
の
予
定
で
す
！　

調
査
中
は
発

掘
の
様
子
を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

こ
ん
に
ち
は
！
青
谷
調
査
室
で
す

私たちは、国史跡青谷上寺地遺跡の発掘調査
や出土品の研究、史跡を整備・活用する仕事
をしています。春から新しい職員が加わりま
した。どうぞよろしくお願いします。

◆シンポジウムの様子（138 名の参加者にお越しいただきました。）

◆復元された銅戈

◆ふるいがけの様子

◆出土した銅戈（どうか）の破片

青
谷
調
査
室
と
む
き
ば
ん
だ
史
跡

公
園
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ア

フ
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
中
で
す
。

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

弥
生
時
代
の
「
デ
ザ
イ
ン
」


